





















































































































































































































































 異宗徒御用掛・金森一峰は、 実は森鷗外にとって深い縁戚に繋がる人であることが今回の調査で判明した。 （略）この金森一峰は、鷗外が最晩年まできわめて密接な縁戚関係を続けた米原綱善の実兄であった。 （略）この綱善は、鷗外の祖母於清の妹、於千代が嫁した津和野藩士米原台道の養子として金森家から縁組をしたも
のである。































































































































以上のように山﨑國紀氏は、 神祇局が原案を粘り発布された 神仏分離令 に伴う「廃仏毀釈運動」を茲監が関わっ










































































































西語とを研究することゝいたし候」とロシア語やフランス語と共にサンスクリット語を学んで ることを書き記している。またその時に友人 なっ 曹洞宗の僧侶・玉水俊虠から唯識論を学んだことが日記に記されている。そして帰京後の明治四十三年（一九一〇）に『唯識三十頌』を引用した戯曲「生田川」を発表した。そ 他にも明治三十七年（一九〇四）に日蓮を描いた戯曲「日蓮聖人辻説法」を発表している。
このように鷗外作品から 鷗外が仏教を重視していたということが考えられるが、 重要なことは津和野藩において、
また明治期にお て茲監が仏教を排除し、茲監に仕えた森家もそれに従い、仏教が排除された中で鷗外が幼少年期を過ごし ということである。そうであるにもかかわらず鷗外は 自らの手で掴みにいったのである。そのことが一層、鷗外が仏教を重視したということを物語って る。
一七
註












（（1）鈴木満「鷗外の受けた教育」 （講座森鷗 『鷗外の人と周辺』 〈平成九年〔 九九七〕五月、 新曜社〉所収）一〇五頁。（（（）緒方収二郎 東京医学校寄宿寮時代」 （青木袈裟美編『男爵小池正直伝』 〈昭和一五年〔一九四〇〕八月、陸軍軍医団〉所 。一〇五六頁。 ）（（1）註
（6）に同じ、四〇頁。




























10巻〉 （平成一二年 〈二〇〇〇〉 六月、 津和野歴史シリーズ刊行会） 一三七頁。


























引用は『新編明治維新神仏分離史料』第九 五 八 一 名著出版）二六二頁によった。（11）『津和野町史』一巻 昭和四五年〈一九七〇〉八月、津和野町史刊行会）六二八頁。（11）明治の葬式と鷗外の作品との関係については拙稿「森鷗外と明治の葬式――「ル・パルナス・アンビユラン」を中心に――」 （ 解釈』六三巻一・二月号、平成二九年〈二〇一七〉二月）で論じた。
※鷗外の著作の引用に関しては、小説作品は『鷗外近代小説集』全六巻（平成二四年〈二〇一二〉一〇月から平
成二五年〈二〇一三〉三月、岩波書店） 、それ以外は 鷗外全集』 〈第 版〉全三八巻（昭和六一年〈一九八六〉一二月から平成 年〈一九九〇〉一月、岩波書店） 使用した。
※引用部分における傍点および振り仮名 省略し、旧字体は新字体に直したものもある。また傍線は全て引用者に
よる。
